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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 通 路 と 前 記 第 １ の 通 路 と 高 低 差 を 有 す る 第 ２ の 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造  
に 埋 め 込 ま れ て 設 置 さ れ る 筐 体 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 通 路 の 路 側 に 設 置 さ れ る 筐 体 下 部 と 、
　 前 記 筐 体 下 部 の 上 端 を 覆 う 蓋 部 と 、
　 前 記 蓋 部 の 高 さ を 前 記 第 ２ の 通 路 の 高 さ に 応 じ て 調 節 可 能 に 設 け ら れ る 調 節 部 と 、
　 を 備 え 、
  前 記 筐 体 下 部 は 、 前 記 調 節 部 を 固 定 す る た め の 固 定 板 を 備 え 、
  前 記 調 節 部 は 、
  前 記 固 定 板 に 形 成 さ れ る 取 付 開 孔 を 貫 通 す る 棒 状 部 材 と 、
  前 記 棒 状 部 材 の 上 端 に 接 続 さ れ 前 記 蓋 部 の 下 面 と 接 触 す る 支 持 台 と 、
  前 記 棒 状 部 材 を 前 記 固 定 板 に 固 定 す る 固 定 部 材 と 、
  を 備 え 、
  前 記 固 定 板 に 対 す る 前 記 棒 状 部 材 の 固 定 高 を 調 節 す る こ と に よ り 、 前 記 蓋 部 の 高 さ を 調  
節 可 能 と す る 、
筐 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 調 節 部 は 、 前 記 棒 状 部 材 と 前 記 支 持 台 と の 間 に 配 置 さ れ 前 記 棒 状 部 材 に 対 す る 前 記  
支 持 台 の 角 度 を 調 節 可 能 と す る 角 度 調 節 部 材 を さ ら に 備 え る 、

請求項の数　6　（全13頁）
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請 求 項 １ に 記 載 の 筐 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 取 付 開 孔 は 、 前 記 取 付 開 孔 に 対 す る 前 記 棒 状 部 材 の 固 定 位 置 を ス ラ イ ド 調 節 可 能 な  
大 き さ で 形 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 筐 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 蓋 部 の 四 隅 の 高 さ を そ れ ぞ れ 独 立 に 調 節 可 能 な ４ つ の 前 記 調 節 部 を 備 え る 、
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 筐 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 通 路 は 、 車 道 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 路 は 、 監 視 員 通 路 で あ り 、
　 前 記 車 道 と 前 記 監 視 員 通 路 と を 有 す る ト ン ネ ル 内 に 設 置 さ れ る 道 路 用 消 火 栓 で あ る 、
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 筐 体 。
【 請 求 項 ６ 】
  第 １ の 通 路 と 前 記 第 １ の 通 路 と 高 低 差 を 有 す る 第 ２ の 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造  
に 埋 め 込 ま れ て 設 置 さ れ る 筐 体 で あ っ て 、
  前 記 第 １ の 通 路 の 路 側 に 設 置 さ れ る 筐 体 下 部 と 、
  前 記 筐 体 下 部 の 上 端 を 覆 う 蓋 部 と 、
  前 記 筐 体 下 部 に 対 す る 前 記 蓋 部 の 高 さ を 前 記 第 ２ の 通 路 の 高 さ に 応 じ て 調 節 可 能 に 設 け  
ら れ る 調 節 部 と 、
  を 備 え る 、
筐 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 筐 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 通 路 に 設 置 さ れ る 種 々 の 装 置 や 構 造 物 が 開 発 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 の 装 置 や 構  
造 物 の 利 便 性 を 高 め る 技 術 も 多 く 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 道 路 に 対 す  
る マ ン ホ ー ル 蓋 の 高 さ お よ び 傾 き を 調 節 可 能 と す る 支 持 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ３ ３ ７ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 技 術 は 、 １ つ の 通 路 に 対 し て 蓋 の 高 さ お よ び 傾 き を 調  
節 す る に 留 ま っ て い る 。 こ の た め 、 ２ つ の 通 路 に よ り 形 成 さ れ る 段 差 に 応 じ て 対 象 物 の 高  
さ を 調 節 す る 構 成 と し て は 十 分 な 考 慮 が な さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ  
は 、 段 差 に 応 じ た 容 易 な 高 さ 調 節 が 可 能 な 、 新 規 か つ 改 良 さ れ た 筐 体 を 提 供 す る こ と に あ  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 観 点 に よ れ ば 、 第 １ の 通 路 と 前 記 第 １ の 通 路  
と 高 低 差 を 有 す る 第 ２ の 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 設 置 さ れ る 筐 体  
で あ っ て 、 前 記 第 １ の 通 路 の 路 側 に 設 置 さ れ る 筐 体 下 部 と 、 前 記 筐 体 下 部 の 上 端 を 覆 う 蓋  
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部 と 、 前 記 蓋 部 の 高 さ を 前 記 第 ２ の 通 路 の 高 さ に 応 じ て 調 節 可 能 に 設 け ら れ る 調 節 部 と 、  
を 備 え る 、 筐 体 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 段 差 に 応 じ た 容 易 な 高 さ 調 節 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 、 上 面 、 側 面 か ら 見 た 外 部 構  
成 が 示 さ れ て い る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 内 部 構 成 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ の 構 成 例 、 お よ び 調 節 部 １ ３ ０ に よ る 蓋 部 １ ２ ０  
の 高 さ 調 節 の 概 要 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 蓋 部 １ ２ ０ の 四 隅 の 高 さ を 均 一 に 調 節 す る 場 合 に お け る 調 節 部  
１ ３ ０ と 取 付 開 孔 １ １ ３ の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場  
合 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場  
合 に お け る 調 節 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る  
場 合 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る  
場 合 に お け る 調 節 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 高 の 調 節 後 の 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 利 用 イ メ ー ジ を 示 す 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。  
な お 、 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て 、 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は  
、 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ＜ １ ． １ ． 概 要 ＞
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ２ つ の 通 路 に よ り 形 成 さ れ る 段 差 に 応  
じ た 対 象 物 の 高 さ 調 節 を 容 易 に 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 近 年 、 通 路 に 付 帯 し て 設 置 さ れ る 種 々 の 装 置 や 構 造 物 が 存 在 す る 。 ま た 、 上 記 の よ う な  
装 置 に は 、 ２ つ の 通 路 に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 配 置 さ れ る も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 配 置 さ れ る 装 置 の 一 例 と し て は 、 ト ン ネ ル 内 に 配 置 さ れ る 道 路  
用 消 火 栓 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 高 速 道 路 等 に お い て 形 成 さ れ る ト ン ネ ル に は 、 車 両 が 通 行 す る た め の 車 道 に 加 え 、 監 視  
員 や 保 守 員 が 通 行 お よ び 作 業 を 行 う た め の 監 視 員 通 路 を 備 え る も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う な 監 視 員 通 路 は 、 一 般 的 に 車 道 か ら ９ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ ほ ど の 高 さ を 以 っ  
て 設 け ら れ る 。 こ の た め 、 上 記 ト ン ネ ル 内 に は 車 道 と 監 視 員 通 路 と に よ り 段 差 構 造 が 形 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 道 路 用 消 火 栓 に は 、 上 記 の よ う な 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 配 置 さ れ る も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 車 道 と 監 視 員 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 は 、 車 道 お よ び 監 視 員 通 路 の 傾 斜  
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等 に 応 じ て 様 々 な 高 さ お よ び 傾 斜 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し 、 一 般 的 な 道 路 用 消 火 栓 は 、 筐 体 高 が 固 定 で 形 成 さ れ る た め 、 道 路 用 消 火 栓 の 上  
面 の 高 さ と 監 視 員 通 路 の 高 さ と を 合 わ せ る た め に は 、 道 路 用 消 火 栓 の 架 台 下 に 金 物 を 追 加  
す る 、 あ る い は 車 道 や 監 視 員 通 路 の 高 さ を 増 減 す る な ど の 調 節 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し 、 段 差 構 造 に 比 べ て 筐 体 高 が 高 い 場 合 に は 、 上 記 の よ う な 調 節 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 段 差 構 造 に 比 べ て 筐 体 高 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 調 節 に は 、 段 差 構 造 の 計 測 、 調  
節 の た め の 作 業 が 高 い 精 度 で 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に は 、 道 路 用 消 火 栓 は 、 一 般 的 に ト ン ネ ル 内 に お い て ５ ０ ｍ 程 度 の 間 隔 で 設 置 さ れ  
る た め 、 ト ン ネ ル 内 に 配 置 さ れ る す べ て の 道 路 用 消 火 栓 に 関 し 高 さ の 調 節 を 行 う 場 合 、 施  
工 工 数 の 増 大 が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は  
、 段 差 に 応 じ た 容 易 な 高 さ 調 節 が 可 能 な 、 新 規 か つ 改 良 さ れ た 筐 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の た め に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 第 １ の 通 路 と 前 記 第 １ の 通 路 と 高 低 差 を 有 す る  
第 ２ の 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 設 置 さ れ る 筐 体 は 、 第 １ の 通 路 の  
路 側 に 配 置 さ れ る 筐 体 下 部 １ １ ０ と 、 筐 体 下 部 １ １ ０ の 上 端 を 覆 う 蓋 部 １ ２ ０ と 、 蓋 部 １  
２ ０ の 高 さ を 第 ２ の 通 路 の 高 さ に 合 わ せ て 調 節 可 能 に 設 け ら れ る 調 節 部 １ ３ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ２ つ の 通 路 に よ り 形 成 さ れ る 段 差 に 応 じ た 筐 体 高 の 調 節 を  
容 易 に 実 現 し 、 当 該 調 節 に 要 す る 工 数 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 の 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お  
い て は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ で あ る 場 合 を 主 な 例 と し て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 本 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 は か か る 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 段 差 構 造 に 配 置 さ  
れ る 各 種 の 装 置 に 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 例 え ば 本 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 は 、 線 路 と ホ ー ム と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 に 配 置 さ れ  
る 装 置 に 適 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ ＜ １ ． ２ ． 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 構 成 例 ＞ ＞
　 ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 構 成 の 概 要 に  
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 外 部 構 成 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ  
る 。 図 １ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 、 上 面 、 側 面 か ら 見 た 外 部 構 成  
が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 内 部 構 成 に つ い て 説 明 す る た め の  
図 で あ る 。 図 ２ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 、 上 面 、 側 面 に 係 る 内 部  
構 成 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ は 、 分 離 可 能 な 筐 体 下 部 １ １ ０ お よ び 蓋 部 １ ２ ０ を  
備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 本 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 下 部 １ １ ０ は 、 車 道 Ｒ Ｗ （ 第 １ の 通 路 の 一 例 ） の 路 側 に 配 置 さ れ  
、 車 道 Ｒ Ｗ 側 か ら 開 扉 可 能 な 車 道 側 消 火 栓 扉 １ １ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ユ ー ザ は 、 車 道 側 消 火 栓 扉 １ １ １ を 開 扉 す る こ と に よ り 、 筐 体 下 部 １ １ ０ の 内 部 に 配 置  
さ れ る ホ ー ス １ ５ ０ と 接 続 さ れ る 消 火 栓 ノ ズ ル １ ５ ２ お よ び 消 火 栓 レ バ ー １ ５ ４ に ア ク セ  
ス 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 車 道 側 消 火 栓 扉 １ １ １ は 、 例 え ば 、 左 右 方 向 に ス ラ イ ド す る ス ラ イ ド  
式 の 扉 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 車 道 側 消 火 栓 扉 １ １ １ が 車 道 Ｒ Ｗ 側 に 突 出 す る こ と が  
な い た め 、 車 道 Ｒ Ｗ 側 で 行 わ れ る 消 火 活 動 を 妨 害 す る 可 能 性 を 排 除 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 蓋 部 １ ２ ０ は 、 筐 体 下 部 １ １ ０ の 上 端 を 覆 う 構 成 で あ り 、 監 視  
員 通 路 Ｐ Ｗ （ 第 ２ の 通 路 の 一 例 ） の 高 さ に 応 じ て 調 節 可 能 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 蓋 部 １ ２ ０ は 、 上 方 に 向 け て 回 動 し な が ら 開 扉 す る 第 １ の 保 守 用 扉 １  
２ １ 、 第 ２ の 保 守 用 扉 １ ２ ２ 、 お よ び 監 視 員 通 路 側 消 火 栓 扉 １ ２ ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ の 保 守 用 扉 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 保 守 用 扉 １ ２ ２ は 、 保 守 員 が 道 路  
用 消 火 栓 １ ０ の 保 守 作 業 を 行 う 場 合 に 、 各 種 の 内 部 構 造 に ア ク セ ス す る た め に 用 い る 扉 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 本 実 施 形 態 に 係 る 監 視 員 通 路 側 消 火 栓 扉 １ ２ ３ は 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ 側 か ら 消 火 栓  
ノ ズ ル １ ５ ２ お よ び 消 火 栓 レ バ ー １ ５ ４ に ア ク セ ス に す る た め の 扉 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 監 視 員 通 路 側 消 火 栓 扉 １ ２ ３ に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ 上 に 避 難 し た う え で よ  
り 安 全 に 消 火 活 動 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ は 、 蓋 部 １ ２ ０ の 高 さ を 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 高  
さ に 応 じ て 調 節 可 能 に 設 け ら れ る 調 節 部 １ ３ ０ を 備 え る こ と を 特 徴 の 一 つ と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ は 、 蓋 部 １ ２ ０ の 四 隅 の 高 さ を そ れ ぞ れ 独 立 に 調 節  
可 能 な ４ つ の 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ に よ る 蓋 部 １ ２ ０ の 高 さ 調 節 に つ い て 詳 細 に 説 明  
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま ず 、 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 略 平 行 で あ る 場 合 に お け る 調 節 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ の 構 成 例 、 お よ び 調 節 部 １ ３ ０ に よ る 蓋 部 １ ２  
０ の 高 さ 調 節 の 概 要 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ は 、 筐 体 下 部 １ １ ０ に 設 け ら れ る 固 定 板 １ １ ２ に 固 定 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の た め に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 板 １ １ ２ に 形  
成 さ れ る 取 付 開 孔 を 貫 通 す る 棒 状 部 材 １ ３ １ と 、 棒 状 部 材 １ ３ １ の 上 端 に 接 続 さ れ 蓋 部 １  
２ ０ の 下 面 と 接 触 す る 支 持 台 １ ３ ２ 、 棒 状 部 材 １ ３ １ を 固 定 板 １ １ ２ に 固 定 す る 固 定 部 材  
１ ３ ４ 等 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ は 、 棒 状 部 材 １ ３ １ と 支 持 台 １ ３ ２ と の 間 に 配 置  
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さ れ 棒 状 部 材 １ ３ １ に 対 す る 支 持 台 １ ３ ２ の 角 度 を 調 節 可 能 と す る 角 度 調 節 部 材 １ ３ ３ を  
さ ら に 備 え て も よ い 。 本 実 施 形 態 に 係 る 角 度 調 節 部 材 １ ３ ３ が 有 す る 機 能 の 詳 細 に つ い て  
は 別 途 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 棒 状 部 材 １ ３ １ は 、 例 え ば 、 ボ ル ト 等 で あ っ て も よ い 。 ま た 、  
本 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 １ ３ ４ は 、 例 え ば 、 ナ ッ ト な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 調 節 部 １ ３ ０ は 、 ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ ー １ ３ ５ 、 ワ ッ シ ャ ー １ ３ ６ を さ ら に 備 え  
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ は 、 棒 状 部 材 １ ３ １ の 固 定 高 を 調 節 す る こ と に よ り 、 蓋  
部 １ ２ ０ の 高 さ を 調 節 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 未 調 節 時 に お け る 筐 体 高 （ 筐 体 下 部 １ １ ０ の 下 面 か ら 蓋 部 １  
２ ０ の 上 面 ま で の 高 さ ） が ９ ０ ０ ｍ ｍ で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と の 高 低 差 が ９ ２ ０ ｍ ｍ で あ り  
、 か つ 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と が 略 平 行 で あ る 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 を 全  
体 的 に ２ ０ ｍ ｍ 高 く す る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 場 合 、 図 ３ の 右 側 に 示 す よ う に 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ の す べ て を 図 ３ の 中 央  
に 示 す 初 期 状 態 と 比 較 し て 上 方 に さ ら に ２ ０ ｍ ｍ 突 出 す る よ う に 固 定 板 １ １ ２ ａ ～ １ １ ２  
ｄ に そ れ ぞ れ 固 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の よ う な 調 節 に よ れ ば 、 蓋 部 １ ２ ０ の 四 隅 の 高 さ を 均 一 に ２ ０ ｍ ｍ 増 や す こ と が で  
き 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 を 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 高 さ と 合 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と の 高 低 差 が ８ ８ ０ ｍ ｍ で あ り 、  
か つ 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と が 略 平 行 で あ る 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 を 全 体  
的 に ２ ０ ｍ ｍ 低 く す る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 場 合 、 図 ３ の 左 側 に 示 す よ う に 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ の す べ て を 図 ３ の 中 央  
に 示 す 初 期 状 態 と 比 較 し て 下 方 に さ ら に ２ ０ ｍ ｍ 突 出 す る よ う に 固 定 板 １ １ ２ ａ ～ １ １ ２  
ｄ に そ れ ぞ れ 固 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の よ う な 調 節 に よ れ ば 、 蓋 部 １ ２ ０ の 四 隅 の 高 さ を 均 一 に ２ ０ ｍ ｍ 減 ら す こ と が で  
き 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 を 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 高 さ と 合 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 、 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と が 略 平 行 で あ る 場 合 に お け る 調 節 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 上 記 の よ う な 調 節 で は 、 蓋 部 １ ２ ０ の 四 隅 の 高 さ が 均 一 に 上 下 に 調 節 さ れ る た め  
、 固 定 板 １ １ ２ ａ ～ １ １ ２ ｄ に 各 々 設 け ら れ る 取 付 開 孔 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｂ に 対 す る 調 節  
部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ の 固 定 位 置 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 同 様 の 位 置 関 係 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 続 い て 、 車 道 Ｒ Ｗ と 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と が 略 平 行 で は な い 場 合 の 調 節 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま ず 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ５ は 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 の 例 を 示 す 図  
で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 一 例 の 場 合 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 右 肩 方 向 （ 図 中 左 方 向  
） か ら 左 肩 方 向 （ 図 中 右 方 向 ） に か け て 徐 々 に 高 く な る 傾 斜 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 左 肩 が 右 肩 と 比 較 し て 高 く な る よ う に 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～  
１ ３ ０ ｄ を 調 節 し 、 蓋 部 １ ２ ０ の 傾 斜 を 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 傾 斜 と 合 わ せ る こ と が 求 め ら れ  
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ は 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 に お け る 調 節  
に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 未 調 節 時 に お け る 筐 体 高 が ９ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 道 路  
用 消 火 栓 １ ０ の 右 肩 の 高 さ を ８ ８ ０ ｍ ｍ に 、 左 肩 の 高 さ を ９ ２ ０ ｍ ｍ に 調 節 す る 場 合 を 例  
に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 の 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 右 肩 に 配 置 さ れ る 調 節 部 １ ３ ０ ａ お よ び １ ３ ０ ｂ は 、  
図 ６ の 左 側 に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 と 比 較 し て 下 方 に さ ら に ２ ０ ｍ ｍ 突 出 す る よ う に 固 定  
板 １ １ ２ ａ お よ び １ １ ２ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 左 肩 に 配 置 さ れ る 調 節 部 １ ３ ０ ｃ お よ び １ ３ ０ ｄ は 、 図 ６ の  
右 側 に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 と 比 較 し て 上 方 に さ ら に ２ ０ ｍ ｍ 突 出 す る よ う に 固 定 板 １ １  
２ ｃ お よ び １ １ ２ ｄ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 場 合 、 蓋 部 １ ２ ０ は 、 ２ ° 程 度 の 傾 斜 を 有 す る こ と と な り 、 蓋 部 １ ２ ０ の 下 面 と 接  
触 す る 支 持 台 １ ３ ２ ａ ～ １ ３ ２ ｄ も そ れ ぞ れ 棒 状 部 材 １ ３ １ ａ ～ １ ３ １ ｄ に 対 し て ２ ° 程  
度 傾 斜 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 の よ う な 傾 斜 を 実 現 す る た め に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ は 、 棒 状 部 材 １ ３  
１ と 支 持 台 １ ３ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 棒 状 部 材 １ ３ １ に 対 す る 支 持 台 １ ３ ２ の 角 度 を 調 節 可  
能 と す る 角 度 調 節 部 材 １ ３ ３ を 備 え て よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 角 度 調 節 部 材 １ ３ ３ は 、 例 え ば 、 棒 状 部 材 １ ３ １ の 上 端 に お い て 支 持  
台 １ ３ ２ と と も に 自 由 回 転 が 可 能 な 球 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 の よ う な 調 節 に よ れ ば 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 右 肩 と 左 肩 の 筐 体 高 を そ れ ぞ れ 異 な る  
高 さ と す る こ と が で き 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 幅 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 高 さ  
に 合 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 上 記 の よ う な 調 節 を 行 う 場 合 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ と １ ３ ０ ｃ と の 間 の 水 平 距 離 、 お  
よ び 調 節 部 １ ３ ０ ｂ と １ ３ ０ ｄ と の 間 の 水 平 距 離 は 、 初 期 状 態 と 比 較 し て 多 少 短 く な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 蓋 部 １ ２ ０ と 筐 体 下 部 １ １ ０ の 接 触 を 回 避 す る た め に 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０  
ｄ は 、 取 付 開 孔 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｄ に 対 す る 位 置 が 調 節 さ れ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ６ の 下 側 に 示 す 一 例 の 場 合 、 棒 状 部 材 １ ３ １ ｃ お よ び １ ３ １ ｄ の 各 々 は 、 取 付 開 孔 １  
１ ３ ｃ ま た は １ １ ３ ｄ に お い て 、 筐 体 下 部 １ １ ０ の 幅 方 向 の 中 心 に 近 づ く よ う に ス ラ イ ド  
調 節 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 続 い て 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 の 調 節 に つ  
い て 述 べ る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ７ は 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 の 例 を 示 す  
図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ７ に 示 す 一 例 の 場 合 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 方 向 （ 図 中 右 方 向  
） か ら 後 面 方 向 （ 図 中 右 方 向 ） に か け て 徐 々 に 高 く な る 傾 斜 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 後 面 が 正 面 と 比 較 し て 高 く な る よ う に 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～  
１ ３ ０ ｄ を 調 節 し 、 蓋 部 １ ２ ０ の 傾 斜 を 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 傾 斜 と 合 わ せ る こ と が 求 め ら れ  
る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ８ は 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ が 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 場 合 に お け る 調  
節 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ こ で は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 未 調 節 時 に お け る 筐 体 高 が ９ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 道 路  
用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 の 高 さ を ８ ８ ０ ｍ ｍ に 、 後 面 の 高 さ を ９ ０ ０ ｍ ｍ に 調 節 す る 場 合 を 例  
に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 の 場 合 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 側 に 配 置 さ れ る 調 節 部 １ ３ ０ ｂ お よ び １ ３ ０ ｄ は  
、 図 ８ の 左 側 に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 と 比 較 し て 下 方 に さ ら に ２ ０ ｍ ｍ 突 出 す る よ う に 固  
定 板 １ １ ２ ｂ お よ び １ １ ２ ｄ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 一 方 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 後 面 側 に 配 置 さ れ る 調 節 部 １ ３ ０ ａ お よ び １ ３ ０ ｃ は 、 図 ８  
の 右 側 に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 と 同 じ 高 さ で 固 定 板 １ １ ２ ａ お よ び １ １ ２ ｃ に そ れ ぞ れ 固  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の 場 合 、 蓋 部 １ ２ ０ は 、 ５ ° 程 度 の 傾 斜 を 有 す る こ と と な り 、 蓋 部 １ ２ ０ の 下 面 と 接  
触 す る 支 持 台 １ ３ ２ ａ ～ １ ３ ２ ｄ も そ れ ぞ れ 棒 状 部 材 １ ３ １ ａ ～ １ ３ １ ｄ に 対 し て ５ ° 程  
度 傾 斜 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 調 節 を 行 う 場 合 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ と １ ３ ０ ｂ と の 間 の 水 平 距 離 、 お  
よ び 調 節 部 １ ３ ０ ｃ と １ ３ ０ ｄ と の 間 の 水 平 距 離 は 、 初 期 状 態 と 比 較 し て 短 く な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 蓋 部 １ ２ ０ と 筐 体 下 部 １ １ ０ の 接 触 を 回 避 す る た め に 、 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０  
ｄ は 、 取 付 開 孔 １ １ ３ ａ ～ １ １ ３ ｄ に 対 す る 位 置 が 調 節 さ れ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ８ の 下 側 に 示 す 一 例 の 場 合 、 棒 状 部 材 １ ３ １ ａ ～ １ ３ １ ｄ の 各 々 は 、 取 付 開 孔 １ １ ３  
ａ ～ １ １ ３ ｄ に お い て 、 筐 体 下 部 １ １ ０ の 正 面 側 に 近 づ く よ う に ス ラ イ ド 調 節 さ れ て 固 定  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の た め に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 取 付 開 孔 １ １ ３ は 、 上 記 の よ う な ス ラ イ ド 調 節 が 可 能 な  
大 き さ お よ び 形 状 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 記 の 調 節 に よ れ ば 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 正 面 と 後 面 の 筐 体 高 を そ れ ぞ れ 異 な る 高 さ と  
す る こ と が で き 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 奥 行 方 向 に 傾 斜 を 有 す る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ の 高 さ に 合  
わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 係 る 調 節 部 １ ３ ０ に よ る 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 の 調 節 に つ い て 具  
体 例 を 挙 げ て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ に よ れ ば 、 上 記 で 挙 げ た 例 の 他 、 四  
隅 の 筐 体 高 が そ れ ぞ れ 異 な る よ う に 調 節 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 調 節 部 １ ３ ０ ａ ～ １ ３ ０ ｄ を そ れ ぞ れ 独 立 し て 調 節 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 後 面 右 肩  
＞ 正 面 右 肩 ＞ 後 面 左 肩 ＞ 正 面 左 肩 の 順 に 筐 体 高 が 低 く な る よ う に 調 節 し た り 、 後 面 左 肩 ＞  
後 面 右 肩 ＞ 正 面 左 肩 ＞ 正 面 右 肩 の 順 に 筐 体 高 が 低 く な る よ う に 調 節 し た り す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 図 ９ を 参 照 し て 、 筐 体 高 の 調 節 後 の 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 利 用 イ メ ー ジ に つ い て 説  
明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ９ に は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 右 肩 方 向 （ 図 中 左 方 向 ） か ら 左 肩 方 向 （ 図 中 右 方 向 ） に  
か け て 徐 々 に 高 く な る 傾 斜 を 有 す る 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ と 、 監 視 員 通 路 Ｐ Ｗ に 合 わ せ て 筐 体 高  
が 調 節 さ れ た 道 路 用 消 火 栓 １ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う な 調 節 に よ れ ば 、 例 え ば 、 保 守 員 は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ と フ ラ ッ ト な 監  
視 員 通 路 Ｐ Ｗ 上 に お い て 、 第 １ の 保 守 用 扉 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 保 守 用 扉 １ ２ ２ を 開 き 、 各  
種 の 保 守 作 業 を よ り 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 消 火 活 動 を 行 う ユ ー ザ は 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ と フ ラ ッ ト な 監 視 員 通 路 Ｐ  
Ｗ 上 に お い て 、 監 視 員 通 路 側 消 火 栓 扉 １ ２ ３ を 開 い て 消 火 栓 ノ ズ ル １ ５ ２ お よ び 消 火 栓 レ  
バ ー １ ５ ４ に ア ク セ ス し 、 よ り 安 全 に 消 火 活 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 ユ ー ザ に よ る 消 火 活 動 を よ り 迅 速 に 実 現 す る た め に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 消 火 栓 ノ  
ズ ル １ ５ ２ お よ び 消 火 栓 レ バ ー １ ５ ４ は 、 監 視 員 通 路 側 消 火 栓 扉 １ ２ ３ の 内 側 に 固 定 さ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 道 路 用 消 火 栓 １ ０ の 筐 体 高 を 調 節 し た 場 合 で あ っ て も 消 火 栓 ノ ズ ル １ ５  
２ お よ び 消 火 栓 レ バ ー １ ５ ４ が ホ ー ス １ ５ ０ を 収 納 す る 収 納 部 よ り も 上 方 に 位 置 す る た め  
、 ホ ー ス １ ５ ０ の 引 き 出 し を 妨 害 す る 可 能 性 を 排 除 で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ＜ ２ ． ま と め ＞
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 は 、 第 １ の 通 路 と 第 １ の 通 路 と 高  
低 差 を 有 す る 第 ２ の 通 路 と に よ り 形 成 さ れ る 段 差 構 造 に 埋 め 込 ま れ て 設 置 さ れ る 。 ま た 、  
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 筐 体 は 、 第 １ の 通 路 の 路 側 に 設 置 さ れ る 筐 体 下 部 １ １ ０ と 、 筐  
体 下 部 １ １ ０ の 上 端 を 覆 う 蓋 部 １ ２ ０ と 、 蓋 部 １ ２ ０ の 高 さ を 第 ２ の 通 路 の 高 さ に 応 じ て  
調 節 可 能 に 設 け ら れ る 調 節 部 １ ３ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 段 差 に 応 じ た 容 易 な 高 さ 調 節 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本  
発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の 属 す る 技 術 の 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る  
者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に お い て 、 各 種 の 変 更 例 ま  
た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り 、 こ れ ら に つ い て も 、 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的  
範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 効 果 は 、 あ く ま で 説 明 的 ま た は 例 示 的 な も の で あ っ て 限 定  
的 で は な い 。 つ ま り 、 本 開 示 に 係 る 技 術 は 、 上 記 の 効 果 と と も に 、 ま た は 上 記 の 効 果 に 代  
え て 、 本 明 細 書 の 記 載 か ら 当 業 者 に は 明 ら か な 他 の 効 果 を 奏 し う る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ １ ０ ２ 】
　 　 Ｒ Ｗ     車 道
　 　 Ｐ Ｗ     監 視 員 通 路
　 　 １ ０     道 路 用 消 火 栓
　 １ １ ０     筐 体 下 部
　 １ １ ２     固 定 板
　 １ １ ３     取 付 開 孔
　 １ ２ ０     蓋 部
　 １ ３ ０     調 節 部
　 １ ３ １     棒 状 部 材
　 １ ３ ２     支 持 台
　 １ ３ ３     角 度 調 節 部 材
　 １ ３ ４     固 定 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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